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講師を招いての講座の開き方 
興味関心のある講座や必要と思う講座を自分たちで企画してみましょう。 

１ 講座の内容を考えましょう 

 市や県では講師を派遣しています。 

・「いるま生涯学習出前講座」…市職員を講師として派遣します。 

  例「こんにちは！地域保健課です」（血管年齢測定等） 

・「まちの先生」…各分野で活躍している市民講師をリストにまとめました。 

・「埼玉県家庭教育アドバイザー・ネットアドバイザー」…県認定の講師です。 

・「県政出前講座」…埼玉県の職員を派遣します。 

講師の例（本日配布の「過去４年間の開催講座一覧」も参考にしてください。） 

〇校長・教頭による講話 

 「本校の教育と人権」「子どもの発達」「声のかけ方」等 

〇家庭教育アドバイザーや教育専門家 

・反抗期の対応の仕方  ・親の在り方 ・信頼し合える親子関係 

・我が子のＳＯＳが届いていますか ・スマホ、ネットでの注意  

・命の授業（助産師：学校と共催）  

〇地域保健課講師、栄養教諭、栄養士など 

 ・血管年齢測定 ・乳がんと女性の健康 ・給食試食会と栄養の講演 ・楽食べ    

〇まちの先生(入間市生涯学習をすすめる市民の会) 

 ・ヨガ ・アロマ ・ピラティス ・異文化理解 ・星空観察 

〇資格取得者、インストラクター、等 

・キムチ ・パン教室 ・クッキー ・ピザ ・アレンジフラワー  

・アロマ ・アクセサリ ・リース ・収納術 ・かけっこ教室 

 〇入間市社会福祉協議会など 

  ・障害者のお話 ・盲導犬 ・手話 ・認知症サポーター講座  

〇公共機関 

 ・普通救命講座（消防署） ・プラネタリウム（児童センター）   

 〇見学・体験 

・西洋館 ・航空自衛隊入間基地 ・散策 ・工場見学 ・室内楽 

資料２ 
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（２） 講座を実施する上での注意点を知りましょう  

事前 

（準備） 

□期日、内容を決めて、場所をおさえる 

・実施日、時間、場所、演題等について学校と相談 

・講師選定、依頼 

・役割分担 講師連絡依頼、謝金・領収書準備、当日の係 

・夏季や冬季は、空調や暖房設備の有無の確認を。 

□あいさつ依頼、必要な機器等の借用、物品購入 

 ・あいさつ依頼 校長、ＰＴＡ会長、など 

 ・機器借用   マイク、スクリーン、プロジェクターなど 

 ・購入     接待用茶菓、花束等、必要に応じて  

□開催案内の作成、学校に配布や配信を依頼 

・開催案内は、内容がわかるように、ある程度詳しく紹介を 

（期日/場所/内容/申込方法/締切日/持ち物/服装、等） 

・案内作成、印刷、配布・配信依頼 

□当日の流れを決めておく 学校と相談しながら 

 例）１ 開会の言葉（ 司会 ） 

   ２ あいさつ 

      校長、ＰＴＡ会長、委員長（部長）など  

   ３ 講師紹介（ 司会 ） 

   ４ 講義・実習・実演・体験、等 

   ５ お礼の言葉/感想発表/花束贈呈、等 

   ６ 閉会の言葉（ 司会 ） 

□案内表示、配布資料、アンケート等の作成 

会場：机と椅子の配置場所や必要数の確認 

表示：会場までの案内表示作成 

 配布資料：講師持参か、事前に原稿もらって印刷かを確認 

 アンケート印刷、作成 

□１週間前になったら講師、学校に確認の連絡を入れる 

当日 

（実施） 

担当者の集合時間、講師の到着時間等確認しておく 

□会場づくり 

テーブル、椅子、放送設備等 

受付（名簿、筆記用具、資料など） 

感染症対策（消毒、換気等） 

□講師の送迎、接待 

湯茶用意、講師送迎・駐車場用意、校長室へ案内、会場へ案

内、校長室へ（あるいはお見送り）、謝金支払い・領収書 

□司会による進行 

□記録用写真撮影 
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□アンケート配布、回収 

□後片付け、機器等返却 

事後 

（反省等） 

□アンケート集計 

□委員による反省会、記録（報告用） 

□広報紙や通信でのＰＴＡ会員への共有化 

〇前月１５日に勤務体制決定というケースが多いようです。案内通知は早めに。 

〇アプリを活用すれば、リモートでの打ち合わせが可能です。 

〇保護者が多く集まる学校行事とリンクしていると参加しやすいでしょう。 

〇案内は、印刷配布の他、健康観察アプリ「リーバー」の活用も考えられます。 

〇小中合同で開催する場合は、互いに担当が誰かを確認しておきましょう。 

〇香料を使用すると、部屋ににおいがこもるので注意。 

〇講座での学びを、ＰＴＡだより、通信等で他の保護者と共有しましょう。 

 

２ 講師依頼について 

  講師を依頼する場合は、次のような手順で行います。 

①担当者や役員会で内定 → 会長や校長先生・教頭先生等に相談 

②講師に連絡し、打合せ 

・遅くとも開催予定の２ヶ月程前までに、学習内容の概略を連絡し、開催候

補日（候補日として数日を設定）の中から決めてもらう。 

＜講師の方に確認しておきたいこと＞   

□開催日   □タイトル・内容   □時間   □謝金の有無や額  

□当日の待ち合わせ場所・送迎方法  □交通費は必要か  

□必要な設備（ＰＣ、プロジェクター等）  □参加費の有無 

□参加者の服装や持ち物   □当日の配布資料の有無 

□派遣申請は必要か 

「派遣申請」が必要な場合 

〇様式③を作成、送付（日数に充分な余裕を） 

※派遣申請が必要かどうかを、必ず、講師の方に確認を 

〇団体と個人で様式が異なります。 

・団体に所属している 様式③－１(所属団体用)、様式③－２（講師用）・ 

・個人        様式③－２のみ 

〇県の講師は、専用の書式が県ホームページからダウンロードできます。 

・本日配布の資料をお読みください。 
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３ 過去に実施された講座・講師の例 

個人名・個人の電話番号が載っている方については、直接交渉できます。 

不明な点は、社会教育指導員（浅見・大久保）に電話でお尋ねください。 

費用欄に○印のある場合は、費用がかかりません。 

  講座名（内容・テーマ等）職名・講師名 費用  問合せ先 

１ 各小中学校長・教頭講話 

例 開講式や閉講式の時「子育てで思うこと」 

           「本校の人権教育」 

○ 各小中学校 

校長・教頭 

２ 

 

「インターネットの危険性と保護者の役割」 

「インターネット利用による健康問題・発達阻害」 
       埼玉県家庭教育アドバイザー 笠松 直美   

 

04-2952-2242 

090-2439-8252 

 

３ 子ども安全見守り講座（ネットトラブル予防等」      
保護者向けまたは親子講座（児童生徒のみは不可） 

             埼玉県ネットアドバイザー  
○ 

県 青少年課 

1ケ月以上前にメ

ールで申込 

４ 「スマホ・ケータイ安全教室 保護者編」 

 オンライン講座です。 
ＮＴＴドコモあんしんインストラクター  

○ 

NTTdocomoホームペ

ージ「スマホ・ケー

タイ安全教室」を参

照 

５ 人権・同和問題啓発講師の派遣             
埼玉県県民生活部人権・男女共同参画課 講師 

（仮予約後、派遣希望日の 2 か月以上前にメールで申し込み） 
○ 

2964-1111市役所 

内線 4123 

６ 「交通安全教室」 

 交通事故の現状と子どもが交通事故に遭わないた

めの心がけを学びます。        市民安全課 
○ 

2964-1111市役所 

内線 4123 

７ 「健康や検診について」・血管年齢測定  

・乳がんと女性の健康 ・血管測定 

・楽食について 健康福祉センター地域保健課 講師 
○ 

04-2966-5513 

 

８ 「同和問題の解決をめざして」 

 同和問題について学び、自己肯定感を育む親子の

関係づくりを考えます。社会教育課 社会教育指導員 
○ 

2964-1111市役所 

内線 4123 

９ 「思い込み」から「思いやり」へ 

 ＤＶＤを視聴し、思い込みの原因とその解決方法

について考えます。    社会教育課 社会教育指導員 
○ 

2964-1111市役所 

内線 4123 

10 「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動」 
令和５年度から市内全校に導入された新制度と新たな地域

づくりについて学びます。  社会教育課 社会教育指導

員 

○ 

2964-1111市役所 

内線 4123 

11 「子どもとのコミュニケーションを大切にしよう」 

「子どもの人権・日常の人権」など 
     子育てと人権教育研究室室長 関根トミ子 

 

049-246-3301 

090-2301-0806 

12 「信頼し合える親子関係をつくる」 
親業シニアインストラクター・子育て支援教育カウンセラー  

鈴木由美子 
 

 

04-2964-8487 
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  講座名（内容・テーマ等）職名・講師名 費用  問合せ先等 

13 「子どもたちの健やかな明日のために～子どもたち

の性を考える」 
埼玉県家庭教育振興協議会会長 築地 彌生 

 0424-22-0501 

14 「思春期コミュニケーション講座」「ほめ日記講座」 

「関係をよくするコミュニケーション」 
埼玉県家庭教育アドバイザー 家族相談士 家族関係心理士 

ほめ日記療法セラピスト                   野口 房子 

 04-2922-6650 

090-9360-4730 

15 「親子のコミュニケーション」「不安を安心に」 
埼玉県家庭教育アドバイザー・家庭学習アドバイザー   

中山 圭子 

 090-1790-9457 

 

16 食育「子どもへの大切な贈り物」 
        埼玉県家庭教育アドバイザー 本間  絹江 

 049-283-3463 

 

17 「韓国の‟食”を通して知る異文化コミュニケーション」 
児童英語インストラクター・韓国語＆韓国文化講師 

宿輪 裕美 

 2964-1111市役所 

内線 4123 

18 「手話で対話（体話）して、コミュニケーションの輪

を広げよう」     入間市手話の友の会 髙橋 留美子 

 04-2965-2581 

 

19 「障害者になって感じること」 

                           陶芸家 榮  一男 

 04-2963-5687 

090-6020-5426 

20 「盲導犬との出会い」 

              入間市視覚障害者代表 福井 恵子 

 2964-1111市役所 

内線 4123  

21 命の重さを感じて 「普通救命講座」～ＡＥＤ使用法

と心肺蘇生法～        埼玉西部消防局入間消防署 
○ 

04-2962-7255 

22 「認知症サポーター養成講座」・認知症を知り、認知

症の人と家族を支え見守る応援者になろう！ 

         入間市高齢者支援課 地域支援担当   

○ 

2964-1111市役所 

内線 1343 
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参考  親子で体験イベント 

 講師の方の話を保護者だけが聞くのではなく、子どもと一緒に体験するイベント

型の講座も考えられます。 

星空観察会  児童センターのサークルの方に講師をお願いして開催した学校があ

ります。 

かけっこ教室 小学校は運動会前の開催が喜ばれるようです。 

ファミリーコンサート プロではなく趣味で楽器を演奏している人たちは発表の場を求め

ています。 

命の授業   助産師の方などを招いて授業が行われることがあります。保護者の

方も改めて命の尊さを学ぶことができます。 

トークフォークダンス おとなと子どもが向き合って座り、全体で円になります。お話

しをして、時間がきたら大人が一つずれて座ります。「仕事って

何？」とか「大人と子どもの違いは」などのテーマを決めてもおも

しろいでしょう。 

ビブリオバトル 図書館でよくやっていますが、ゲーム感覚で本を紹介し合い、一

番読みたくなった本を決める書評合戦です。 

哲学カフェ   はっきりとした答えのない「問い」についてグループで意見交換

をします。「男の子と女の子は違う？」「うそとほうんとう」「まじ

めはだめ？」などなど。 

まちばの焚き火  遠くに出かけなくても、ただ火を見つめてポツリポツリと出て

くる言葉を楽しみましょう。後片付けや火事に注意。 

付箋トーク   公民館の一角を借りて、期間内で訪れた人が設定されたテーマに

ついて付箋に意見を書いて貼り合う。最後に出た意見の内容をまと

めて共有する。 

みんなでころんだ 「だるまさんがころんだ」を大人と子どもが一緒にやって大人

数で楽しむ。 

防災キャンプ   段ボールを使って自分たちの場所を作る。お泊り会までできた

ら企画運営力確実にアップ。 

他にも大人と子どもで楽しむ企画を自分たちで考えてみませんんか。 

 


